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研究のねらい

スマートラボ(研究室内IoT管理システム)の開発を行っています。研究開発は、究極の少人数・変
種変量生産でありDXシステムが求められています。我々は、表面機能部材開発の活動を通して、
データやプロセス情報をDX化し、効率的でかつ新たな発見に繋がる研究開発用のDXツールを開発
し研究活動に活用しています。また、これらDXツール開発を通して、工場のDX化(スマート工場)
・プロセスDXやマテリアルDXへ貢献できるツールの模索を推進しています。

研 究 内 容

技術を社会へ - Integration for Innovation

研究のポイント

●研究開発を推進するスマートラボDXシステム

●表面機能開発の基盤データ/管理データをDX化し効率的な機能部材開発を推進

●工場のDX化(スマート工場)/プロセスDX/マテリアルDXのツール開発

製造技術研究部門 https://unit.aist.go.jp/am-ri/
表面機能デザイン研究グループ
栗原一真 （k.kurihara@aist.go.jp）、穂苅遼平

表面機能部材開発のためのスマートラボシステム

研究開発に特化したDX
システム

低メンテナンス・低設
備投資

表面機能部材開発にDX
を活用

スマートラボシステム(研究開発⽤DXシステム)


